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今
年
１
月
に
消
防
署
の
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
ま
し
た
。 

　
１
，５
０
０
㍑
の
水
を
積
載
す
る

と
共
に
、
消
火
薬
液
を
混
ぜ
て
消
火

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
登
録

車
両
と
し
て
お
り
、
他
県
で
発
生
し

た
大
規
模
災
害
等
へ
の
出
動
も
行
い

ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
日
々
複
雑
多
様
化
す

る
災
害
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
訓

練
、
研
さ
ん
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。 
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せ 
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☎
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９
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水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新 

　
日
ご
ろ
か
ら
、
救
急
業
務
に
つ
い

て
は
町
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
の
昨
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は

前
年
よ
り
約
１
割
減
少
し
１
，３
８

６
件
と
な
り
、
近
年
続
い
て
き
た
救

急
出
動
件
数
の
増
加
傾
向
に
一
時
的

に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
未
だ
に
緊
急
性
が
な
い
軽
症
で

の
救
急
車
の
利
用
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
緊
急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院
に

行
け
る
場
合
は
、
救
急
車
以
外
の
交

通
機
関
等
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
休
日
や
夜
間

等
で
診
察
が
で
き

る
病
院
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
消
防

署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

　
今
後
も
救
急
業
務
へ
の
ご
理
解
と

共
に
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。 
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▼
内
容
・
条
件
　
大
磯
港
の
廃
棄
物

収
集
、
草
刈
り
清
掃
、
ト
イ
レ
清

掃
、
港
内
破
損
箇
所
補
修
等
が
で

き
る
65
歳
未
満
の
方
（
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
勤
務
） 

▼
採
用
予
定
期
間
　
４
月
か
ら 

▼
採
用
予
定
数
　
若
干
名 

▼
受
付
期
間
　
３
月
13
日（
金
）ま
で 

※
郵
送
で
の
提
出
可 

▼
提
出
書
類
　
市
販
の
履
歴
書
１
通

（
写
真
付
） 

▼
そ
の
他
　
募
集
受
付
期
間
終
了
後
、

面
接
日
時
等
を
連
絡
し
ま
す
。
勤

務
内
容
、
給
与
等
そ
の
他
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

◎
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合
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み
な
と
・
国
県
道
担
当 

　
☎
内
線
２
２
０ 

救
急
車 

　
適
正
利
用
に
つ
い
て 

　
３
月
１
日（
日
）か
ら
７
日（
土
）ま

で
の
７
日
間
、
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
の
時
季

は
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
く

日
も
多
く
な
り
、
い
っ
た
ん
火
災
が

発
生
す
る
と
、
大
き
な
火
災
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
運
動
は
、「
火
の
し
ま
つ
　
君

が
し
な
く
て
　
誰
が
す
る
」
を
標
語

に
、
火
災
予
防
の
意
識
を
再
確
認
し

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
、
地
域
、
職
場
等

に
お
い
て
火
災
予
防
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。 

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
…
煙
や
熱
を

感
知
し
て
警
報
音
や
音
声
を
発
生

す
る
器
具
で
す
。
寝
室
等
に
設
置

す
る
こ
と
で
睡
眠
中
で
も
火
災
の

発
生
を
早
期
に
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 
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全
国
火
災
予
防
運
動 

お
年
寄
り
や 

身
体
の
不
自
由
な
人
を 

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の 

協
力
体
制
を
つ
く
る
。 

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る 

　
　
　
　

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。 

ス
ト
ー
ブ
は
、 

燃
え
や
す
い
も
の
か
ら 

は
な
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の 

そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、 

必
ず
火
を
消
す
。 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を 

設
置
す
る
。 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン 

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、 

防
炎
品
を
使
用
す
る
。 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に 

消
す
た
め
に
、
住
宅
用 

消
火
器
等
を
設
置
す
る
。 

だ
れ 

大磯港指定管理 
臨時職員の募集 

▲更新した水槽付消防ポンプ自動車 

火
の
し
ま
つ 

 

君
が
し
な
く
て 

誰
が
す
る 

だ
れ 


